
　有限会社カトウ住設は、1975年（昭和50年）の会社設立から50年周年を迎え、LPガ
ス販売を中心に、灯油販売、リフォーム事業、施設修繕工事等、地域密着型の事業を展
開。本社のある一宮市萩原町は、かつて美濃路街道の宿場町として栄え、繊維工場の
集積により商店街が賑わった地域だ。当時、薪や練炭をリアカーで販売したのが事業
の始まりだという。現在も地域とのつながりを重視し、萩原町商店街の伝統行事「チ
ンドン祭」では、本社横のスペースを活用し、出店や高所作業車の乗車体験等を開催
している。
　顧客は、主に一般家庭が中心だが、飲食店や公共施設等の業務用物件も含む。ガス・
水道・電気の住宅設備を直接施工できる高い技術力で地域の暮らしを支えている。

有限会社カトウ住設

　同社は、経営理念として「心健やかで、気持ちのいい毎日を創造する」を掲げてい
る。「自分たちがやりやすいように、やりたいように、ではなく相手にとって『やさ
しい』と感じられる対応をしていくことが重要と考えています。便利になることは
良いことだけど、それだけでは気持ちの良い毎日は送れ
ません。顧客も従業員も『物心両面』精神的な面までフォ
ローすることが重要です」と話すのは加藤 寛之氏（代表
取締役）。
　LPWA導入により、一般的に検針員の業務は不要にな
ると捉えられがちだが、同社では供給エリアの知見が深
い検針員の業務を顧客へのお困りごとや不満のヒアリ
ング、工事後のアフターフォローや生活をより良くする
提案等に変更した。そのため、顧客との接点が導入前と
比べ、より深く構築できるようになった。　

「物心両面」気持ち良く暮らせる毎日の提供
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　導入検討の背景は、検針業務の属人化解消だけでなく、保安性向上にもあった。
営業時間外に電話が入るとLPWA機器メーカーのコールセンターに繫がり、遠隔地
開閉栓ができる1次対応サービスの存在を知り、LPWA導入による顧客の保安性向
上に魅力を感じ、メーカーに話を聞いたという。
　また、システムのデータ連携で販売管理や料金請求、保安データ、ガス外売上の
情報も同時に管理できるため、顧客の保安性を高めつつ、コストをかけてでもガス
事業の業務負担を減らし、リフォームや設備工事に充てる時間を増やすことを考
えた。タイトなスケジュールの中、顧客への周知を行
い、メーカーの設置補助を受けながら導入を進めた。

LPWA導入の背景と流れ

　加藤氏はLPWAシステムについて、業界として保安や顧客の安全性の観点から今
後確実に活用が増えていくと考える。顧客との接点について「検針などの供給設備
を直接確認する接点は減少するが、商売としての接点、安心・安全性の面では、シス
テム導入により、向上する」と先を見据える。
　同社は、LPWAを含むデジタル技術の導入を前向きに進めており、ホームページ

の刷新、マッピングシステムの活用、
SNS運用にも力を入れている。デジタル
技術の活用により、今後さらなる顧客接
点を増やし、利便性を高め、地域の「心健
やかで、気持ちのいい毎日」に貢献して
いく。

顧客接点と今後の展望

LPWA通信システム設置の案内文

和やかな雰囲気の事務所



LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


